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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年1月14日(2021.1.14)
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【年通号数】公開・登録公報2020-004
【出願番号】特願2019-529472(P2019-529472)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 277/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/66     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  277/68     　　　　
   Ｃ１２Ｑ    1/66     　　　　
   Ａ６１Ｋ   49/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月30日(2020.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ’）

　　　　　（Ｉ’）
［式中、
　Ｒ1は、水素、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、－ＯＲ1a、－ＮＲ

1bＲ1c、－ＯＧ1、－ＮＲ1xＧ
1、または－ＮＲ1xＧ

10であり、
　Ｒ2は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ2a、－ＮＲ2bＲ2c、－ＳＲ2d、－ＳＯ2Ｒ2e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ2f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ2g

Ｒ2h、－ＯＧ1、または－ＮＲ2xＧ
1であり、

　Ｒ3は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ3a、－ＮＲ3bＲ3c、－ＳＲ3d、－ＳＯ2Ｒ3e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ3f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ3g

Ｒ3h、－ＯＧ1、または－ＮＲ1xＧ
1であり、

　Ｒ4は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
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ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ4a、－ＮＲ4bＲ4c、－ＳＲ4d、－ＳＯ2Ｒ4e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ4f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ4g

Ｒ4h、－ＯＧ1、または－ＮＲ4xＧ
1であり、

　Ｒ5は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ5a、－ＮＲ5bＲ5c、－ＳＲ5d、－ＳＯ2Ｒ5e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ5f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ5g

Ｒ5h、－ＯＧ1、または－ＮＲ5xＧ
1であり、

　あるいは、Ｒ2及びＲ3は、それらが結合している原子と一緒になって、Ｒ3及びＲ4は、
それらが結合している原子と一緒になって、またはＲ4及びＲ5は、それらが結合している
原子と一緒になって、５員または６員の飽和環、部分的不飽和環、または完全不飽和環を
形成し、前記５員または６員の環は、Ｏ、Ｎ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ、及びＳＯ2からなる群か
ら各々独立して選択される１個、２個、または３個のヘテロ原子もしくはヘテロ原子基を
環員として任意に含み、前記５員または６員の環は、アリール、ヘテロアリール、複素環
、またはシクロアルキルに任意に縮合し、前記５員または６員の環は、０個、１個、２個
、３個、または４個の置換基で置換されており、前記置換基は、各々独立して、ハロゲン
、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアルキル、アルコキシフルオロアルキル、フル
オロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、
ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、複素
環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリールアルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ
、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アルキレン、アリールオキシ
、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルア
ミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スルホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スル
ホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホニル、アミノスルホニル、スルフィニル、
－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチル
シリル、アルキルスルファニル、スルファニル、アシル、－ＯＧ1、－ＮＨＧ1、及び－Ｎ
（Ｃ1－Ｃ10アルキル）Ｇ1からなる群から選択され、
　Ｒ1a、Ｒ1b、Ｒ1c、Ｒ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ2d、Ｒ2e、Ｒ2f、Ｒ2g、Ｒ2h、Ｒ3a、Ｒ3b、
Ｒ3c、Ｒ3d、Ｒ3e、Ｒ3f、Ｒ3g、Ｒ3h、Ｒ4a、Ｒ4b、Ｒ4c、Ｒ4d、Ｒ4e、Ｒ4f、Ｒ4g、Ｒ

4h、Ｒ5a、Ｒ5b、Ｒ5c、Ｒ5d、Ｒ5e、Ｒ5f、Ｒ5g，及びＲ5hは、水素、アルキル、アルケ
ニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキ
ル、及びシクロアルケニルからなる群から各々独立して選択され、
　Ｒ1x、Ｒ2x、Ｒ3x、Ｒ4x、及びＲ5xは、各々独立して、水素またはＣ1－Ｃ12アルキル
であり、
　Ｇ1は、第１の酵素の基質を含み、前記第１の酵素による前記基質の生体内変換は、Ｇ1

をＨに変換するものであり、
　－ＮＲ1xＧ

10は、前記－ＮＲ1xＧ
10基を－ＯＨに変換するために第２の酵素により切断

可能な基であり、かつ
　Ｗ1及びＷ2は、各々独立して、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルからなる
群から選択されるか、または
　Ｗ1及びＷ2は、それらが結合している炭素と一緒になって、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、または複素環を形成し、
　各出現における前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルは、０、
１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の置換基で独立して置換されており
、前記置換基の各々は独立して、ハロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアル
キル、アルコキシフルオロアルキル、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アル
キニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアル
ケニル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリール
アルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキ
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シアルキル、アルキレン、アリールオキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アル
キルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スル
ホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホ
ニル、アミノスルホニル、スルフィニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、
シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニル
、及びアシルからなる群から選択される］
の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項２】
　式（Ｉ）

　　　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｒ1は、水素、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、－ＯＲ1a、または
－ＮＲ1bＲ1cであり、
　Ｒ2は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ2a、－ＮＲ2bＲ2c、－ＳＲ2d、－ＳＯ2Ｒ2e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ2f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ2gＲ2hであり、
　Ｒ3は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ3a、－ＮＲ3bＲ3c、－ＳＲ3d、－ＳＯ2Ｒ3e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ3f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ3gＲ3hであり、
　Ｒ4は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ4a、－ＮＲ4bＲ4c、－ＳＲ4d、－ＳＯ2Ｒ4e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ4f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ4gＲ4hであり、
　Ｒ5は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ5a、－ＮＲ5bＲ5c、－ＳＲ5d、－ＳＯ2Ｒ5e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ5f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ5gＲ5hであり、
　あるいは、Ｒ2及びＲ3は、それらが付着している原子と一緒になって、Ｒ3及びＲ4は、
それらが付着している原子と一緒になって、またはＲ4及びＲ5は、それらが付着している
原子と一緒になって、５員または６員の飽和環、部分的不飽和環、または完全不飽和環を
形成し、前記５員または６員の環は、任意に、Ｏ、Ｎ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ、及びＳＯ2から
なる群から各々独立的に選択される１個、２個、または３個のヘテロ原子もしくはヘテロ
原子基を環員として含有し、前記５員または６員の環は、任意に、アリール、ヘテロアリ
ール、複素環、またはシクロアルキルに縮合し、前記５員または６員の環は、０個、１個
、２個、３個、または４個の置換基で置換されており、前記置換基は、各々独立的に、ハ
ロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアルキル、アルコキシフルオロアルキル
、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ハロアルコ
キシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリールアルキル、アリールアルキル、ヒド
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ロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アルキレン、アリール
オキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ア
シルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スルホニルアミノ、スルフィニルアミノ
、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホニル、アミノスルホニル、スルフィ
ニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジ
メチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニル、及びアシルからなる群から選択さ
れ、
　Ｒ1a、Ｒ1b、Ｒ1c、Ｒ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ2d、Ｒ2e、Ｒ2f、Ｒ2g、Ｒ2h、Ｒ3a、Ｒ3b、
Ｒ3c、Ｒ3d、Ｒ3e、Ｒ3f、Ｒ3g、Ｒ3h、Ｒ4a、Ｒ4b、Ｒ4c、Ｒ4d、Ｒ4e、Ｒ4f、Ｒ4g、Ｒ

4h、Ｒ5a、Ｒ5b、Ｒ5c、Ｒ5d、Ｒ5e、Ｒ5f、Ｒ5g，及びＲ5hは、水素、アルキル、アルケ
ニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキ
ル、及びシクロアルケニルからなる群から各々独立的に選択され、かつ
　Ｗ1及びＷ2は、各々独立的に、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルからなる
群から選択され、または
　Ｗ1及びＷ2は、それらが付着している炭素と一緒になって、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、または複素環を形成し、
　各出現における前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルは、独立
的に、０、１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の置換基で置換されてお
り、前記置換基の各々は独立的に、ハロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロア
ルキル、アルコキシフルオロアルキル、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリー
ルアルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコ
キシアルキル、アルキレン、アリールオキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、ア
ルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、ス
ルホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスル
ホニル、アミノスルホニル、スルフィニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート
、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニ
ル、及びアシルからなる群から選択される］である、請求項１に記載の化合物またはその
互変異性体もしくは塩。
【請求項３】
　Ｒ1が、－ＯＨである、請求項２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ5が、各々独立して、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ1－
Ｃ4－アルキル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、－ＯＨ、及び－ＮＨ2か
らなる群から選択される、請求項２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ4が、－ＯＲ4aまたは－ＮＲ4bＲ4cである、請求項２に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ3及びＲ4が、それらが結合している原子と一緒になって、５員または６員の、任意に
置換された、飽和、部分的不飽和、または完全不飽和の環を形成している、あるいは
　Ｒ4及びＲ5が、それらが結合している原子と一緒になって、５員または６員の、任意に
置換された飽和、部分的不飽和、または完全不飽和の環を形成している、請求項２に記載
の化合物。
【請求項７】
　Ｒ3及びＲ4が、それらが付着している原子と一緒になって、６員の任意に置換された複
素環を形成し、Ｒ4及びＲ5が、それらが結合している原子と一緒になって、６員の任意に
置換された複素環を形成し、このとき、前記２つの６員環が縮合している、請求項２に記
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載の化合物。
【請求項８】
　Ｗ1及びＷ2が、それらが結合している原子と一緒になって、シクロアルキルを形成して
いる、請求項２に記載の化合物。
【請求項９】
　式（Ｉ－ａ）

　　　　　（Ｉ－ａ）
［式中、
　Ａ及びＢは、各々独立して、任意で、アリール、ヘテロアリール、及び複素環からなる
群から選択される５員または６員の環であり、Ａは、存在する場合、１つ以上のＲAで任
意に置換され、Ｂは、存在する場合、１つ以上のＲBで任意に置換され、ＲA及びＲBの各
々は、存在する場合、独立して、アルキル、ハロ、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、
－ＯＨ、－ＮＨ2、またはアルキル－ＮＨ－であり、
　Ａ及びＢの両方が不在の場合、Ｑは、－ＯＲQ1または－ＮＲQ1ＲQ1であり、各出現にお
けるＲQ1は、独立して、水素、アルキル、またはヒドロキシアルキルであり、あるいは、
Ａ及びＢのうちの少なくとも１つが存在する場合、Ｑは、Ｃ、ＣＲQ2、ＣＲQ2ＲQ2、Ｎ、
ＮＲQ2、またはＯであり、各出現におけるＲQ2は、独立して、水素、アルキル、またはヒ
ドロキシアルキルであり、
　Ｒは、アルキル、アルコキシ、ハロ、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシ
、シアノ、ニトロ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルケニル、アルキニ
ル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、またはシク
ロアルケニルであり、
　ｐは、０、１、２、または３である］
を有する、請求項２に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項１０】
　式（Ｉ－ｂ）または（Ｉ－ｃ）

　　　　　（Ｉ－ｂ）

　　　　　（Ｉ－ｃ）
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［式中、
　ｍは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０、１、または２である］
を有するか、あるいは
　式（Ｉ－ｄ）

　　　　　（Ｉ－ｄ）
［式中、
　ｎは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０、１、または２である］
を有するか、あるいは
　式（Ｉ－ｅ）

　　　　　（Ｉ－ｅ）
［式中、
　ｍは、０、１、２、または３であり、
　ｎは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０または１である］
を有するか、あるいは
　式（Ｉ－ｆ）

　　　　　（Ｉ－ｆ）
［式中、ｎは、０、１、２、３、４、５、６、７、または８である］
を有するか、あるいは
　式（Ｉ－ｇ）
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　　　　　（Ｉ－ｇ）
［式中、

は、

であり、これらの各々は、任意に置換されている］
を有する、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　以下の化合物：
　５－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－４－チア－６－アザスピ
ロ［２．４］ヘプタ－５－エン－７－カルボン酸；
　６－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５－チア－７－アザスピ
ロ［３．４］オクタ－６－エン－８－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．４］ノナ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア
－３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．６］ウンデカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－メチル－１－チア－
３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－メチル－１－チア－
３，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－オキサ－１－チア－
３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸、
からなる群から選択される、請求項２に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項１２】
　式（ＩＩ）
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　　　　　（ＩＩ）
［式中、Ｒ4は、－ＯＧ1、－ＮＨＧ1、または－Ｎ（Ｃ1－Ｃ12アルキル）Ｇ1である］
の化合物である、請求項１に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項１３】
　式（ＩＩ－ａ）

　　　　　（ＩＩ－ａ）
［式中、Ｇ2はペプチドであり、任意で、Ｇ2が、非ルシフェラーゼ酵素向けの基質である
］
の化合物である、請求項１２に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項１４】
　以下の化合物：
　５，５－ジエチル－２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－４，
５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－
５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｒ）－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－
５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（７－アミノナフト［２，１－ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジ
メチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－５，５－ジメチル－２－（６－（ピロリジン－１－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾ
ール－２－イル）－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（６，７－ジヒドロ－５Ｈ－チアゾロ［４，５－ｆ］インドール－２－イ
ル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（６－（（３－ヒドロキシプロピル）アミノ）ベンゾ［ｄ］チアゾール－
２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　５，５－ジエチル－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２
－イル）－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；及び
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５ジプロピル－４，
５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
からなる群から選択される、化合物またはその互変異性体もしくは塩。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか一項に定義されている通りである５，５－二置換ルシフェリ
ンアナログを含み、任意でルシフェラーゼまたは緩衝液試薬をさらに含む、キット。
【請求項１６】
　試料における発光を検出するインビトロの方法であって、
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　試料を、請求項１～１４のいずれか一項に定義されている通りである５，５－二置換ル
シフェリンアナログに接触させる工程と、
　前記試料中にルシフェリン利用ルシフェラーゼが存在しない場合、前記試料をルシフェ
リン利用ルシフェラーゼに接触させる工程と、
　発光を検出する工程と
を含む、方法。
【請求項１７】
　前記試料が、生細胞またはルシフェリン利用ルシフェラーゼを含有している、請求項１
６に記載のインビトロの方法。
【請求項１８】
　試料中でＡＴＰを検出するインビトロの方法であって、（ａ）前記試料に、請求項１～
１４のいずれか１項に記載の化合物を含む試薬組成物を添加する工程と、（ｂ）発光を検
出する工程とを含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
　本開示の実施形態に対する様々な変更及び修正は、当業者には明白であると考えられる
。このような変更及び修正（以下に限定されないが、本発明における化学構造、置換基、
誘導体、中間体、合成、組成物、製剤、または使用方法に関する変更及び修正を含む）は
、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく行うことができる。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕式（Ｉ’）

　　　　　（Ｉ’）
［式中、
　Ｒ1は、水素、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、－ＯＲ1a、－ＮＲ

1bＲ1c、－ＯＧ1、－ＮＲ1xＧ
1、または－ＮＲ1xＧ

10であり、
　Ｒ2は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ2a、－ＮＲ2bＲ2c、－ＳＲ2d、－ＳＯ2Ｒ2e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ2f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ2g

Ｒ2h、－ＯＧ1、または－ＮＲ2xＧ
1であり、

　Ｒ3は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ3a、－ＮＲ3bＲ3c、－ＳＲ3d、－ＳＯ2Ｒ3e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ3f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ3g

Ｒ3h、－ＯＧ1、または－ＮＲ1xＧ
1であり、

　Ｒ4は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ4a、－ＮＲ4bＲ4c、－ＳＲ4d、－ＳＯ2Ｒ4e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ4f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ4g

Ｒ4h、－ＯＧ1、または－ＮＲ4xＧ
1であり、
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　Ｒ5は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ5a、－ＮＲ5bＲ5c、－ＳＲ5d、－ＳＯ2Ｒ5e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ5f、－Ｐ（Ｏ）ＯＲ5g

Ｒ5h、－ＯＧ1、または－ＮＲ5xＧ
1であり、

　あるいは、Ｒ2及びＲ3は、それらが結合している原子と一緒になって、Ｒ3及びＲ4は、
それらが結合している原子と一緒になって、またはＲ4及びＲ5は、それらが結合している
原子と一緒になって、５員または６員の飽和環、部分的不飽和環、または完全不飽和環を
形成し、前記５員または６員の環は、Ｏ、Ｎ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ、及びＳＯ2からなる群か
ら各々独立して選択される１個、２個、または３個のヘテロ原子もしくはヘテロ原子基を
環員として任意に含み、前記５員または６員の環は、アリール、ヘテロアリール、複素環
、またはシクロアルキルに任意に縮合し、前記５員または６員の環は、０個、１個、２個
、３個、または４個の置換基で置換されており、前記置換基は、各々独立して、ハロゲン
、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアルキル、アルコキシフルオロアルキル、フル
オロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、
ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール、複素
環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリールアルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ
、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アルキレン、アリールオキシ
、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルア
ミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スルホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スル
ホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホニル、アミノスルホニル、スルフィニル、
－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチル
シリル、アルキルスルファニル、スルファニル、アシル、－ＯＧ1、－ＮＨＧ1、及び－Ｎ
（Ｃ1－Ｃ10アルキル）Ｇ1からなる群から選択され、
　Ｒ1a、Ｒ1b、Ｒ1c、Ｒ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ2d、Ｒ2e、Ｒ2f、Ｒ2g、Ｒ2h、Ｒ3a、Ｒ3b、
Ｒ3c、Ｒ3d、Ｒ3e、Ｒ3f、Ｒ3g、Ｒ3h、Ｒ4a、Ｒ4b、Ｒ4c、Ｒ4d、Ｒ4e、Ｒ4f、Ｒ4g、Ｒ

4h、Ｒ5a、Ｒ5b、Ｒ5c、Ｒ5d、Ｒ5e、Ｒ5f、Ｒ5g，及びＲ5hは、水素、アルキル、アルケ
ニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキ
ル、及びシクロアルケニルから各々独立して選択され、
　Ｒ1x、Ｒ2x、Ｒ3x、Ｒ4x、及びＲ5xは、各々独立して、水素またはＣ1－Ｃ12アルキル
であり、
　Ｇ1は、第１の酵素の基質を含み、前記第１の酵素による前記基質の生体内変換は、Ｇ1

をＨに変換するものであり、
　－ＮＲ1xＧ

10は、前記－ＮＲ1xＧ
10基を－ＯＨに変換するために第２の酵素により切断

可能な基であり、かつ
　Ｗ1及びＷ2は、各々独立して、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニ
ルからなる群から選択されるか、または
　Ｗ1及びＷ2は、それらが結合している炭素と一緒になって、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、または複素環を形成し、
　各出現における前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルは、０、
１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の置換基で独立して置換されており
、前記置換基の各々は独立して、ハロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアル
キル、アルコキシフルオロアルキル、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アル
キニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアル
ケニル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリール
アルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキ
シアルキル、アルキレン、アリールオキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アル
キルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スル
ホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホ
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ニル、アミノスルホニル、スルフィニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、
シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニル
、及びアシルからなる群から選択される］
の化合物またはその互変異性体もしくは塩（ただし、前記化合物は、２－（６－ヒドロキ
シベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾー
ル－４－カルボン酸でも、２－（６－アミノベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，
５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸でもない）。
〔２〕式（Ｉ）

　　　　　（Ｉ）
［式中、
　Ｒ1は、水素、ハロゲン、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリ
ール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、－ＯＲ1a、または
－ＮＲ1bＲ1cであり、
　Ｒ2は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ2a、－ＮＲ2bＲ2c、－ＳＲ2d、－ＳＯ2Ｒ2e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ2f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ2gＲ2hであり、
　Ｒ3は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ3a、－ＮＲ3bＲ3c、－ＳＲ3d、－ＳＯ2Ｒ3e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ3f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ3gＲ3hであり、
　Ｒ4は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ4a、－ＮＲ4bＲ4c、－ＳＲ4d、－ＳＯ2Ｒ4e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ4f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ4gＲ4hであり、
　Ｒ5は、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、シクロアルケニル、
－ＯＲ5a、－ＮＲ5bＲ5c、－ＳＲ5d、－ＳＯ2Ｒ5e、－Ｓ（Ｏ）Ｒ5f、または－Ｐ（Ｏ）
ＯＲ5gＲ5hであり、
　あるいは、Ｒ2及びＲ3は、それらが付着している原子と一緒になって、Ｒ3及びＲ4は、
それらが付着している原子と一緒になって、またはＲ4及びＲ5は、それらが付着している
原子と一緒になって、５員または６員の飽和環、部分的不飽和環、または完全不飽和環を
形成し、前記５員または６員の環は、任意に、Ｏ、Ｎ、Ｓ、ＮＯ、ＳＯ、及びＳＯ2から
なる群から各々独立的に選択される１個、２個、または３個のヘテロ原子もしくはヘテロ
原子基を環員として含有し、前記５員または６員の環は、任意に、アリール、ヘテロアリ
ール、複素環、またはシクロアルキルに縮合し、前記５員または６員の環は、０個、１個
、２個、３個、または４個の置換基で置換されており、前記置換基は、各々独立的に、ハ
ロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロアルキル、アルコキシフルオロアルキル
、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、アルキニル、ハロアルキル、ハロアルコ
キシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロアルケニル、アリール、ヘテロアリール
、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリールアルキル、アリールアルキル、ヒド
ロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコキシアルキル、アルキレン、アリール
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オキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ア
シルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、スルホニルアミノ、スルフィニルアミノ
、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスルホニル、アミノスルホニル、スルフィ
ニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジ
メチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニル、及びアシルからなる群から選択さ
れ、
　Ｒ1a、Ｒ1b、Ｒ1c、Ｒ2a、Ｒ2b、Ｒ2c、Ｒ2d、Ｒ2e、Ｒ2f、Ｒ2g、Ｒ2h、Ｒ3a、Ｒ3b、
Ｒ3c、Ｒ3d、Ｒ3e、Ｒ3f、Ｒ3g、Ｒ3h、Ｒ4a、Ｒ4b、Ｒ4c、Ｒ4d、Ｒ4e、Ｒ4f、Ｒ4g、Ｒ

4h、Ｒ5a、Ｒ5b、Ｒ5c、Ｒ5d、Ｒ5e、Ｒ5f、Ｒ5g，及びＲ5hは、水素、アルキル、アルケ
ニル、アルキニル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキ
ル、及びシクロアルケニルから各々独立的に選択され、かつ
　Ｗ1及びＷ2は、各々独立的に、アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテ
ロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニ
ルからなる群から選択され、または
　Ｗ1及びＷ2は、それらが付着している炭素と一緒になって、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、または複素環を形成し、
　各出現における前記アルキル、アルケニル、アルキニル、アルコキシ、ヘテロアルキル
、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、及びシクロアルケニルは、独立
的に、０、１、２、３、４、５、６、７、８、９、または１０個の置換基で置換されてお
り、前記置換基の各々は独立的に、ハロゲン、＝Ｏ、＝Ｓ、シアノ、ニトロ、フルオロア
ルキル、アルコキシフルオロアルキル、フルオロアルコキシ、アルキル、アルケニル、ア
ルキニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヘテロアルキル、シクロアルキル、シクロア
ルケニル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキルアルキル、ヘテロアリー
ルアルキル、アリールアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、アルコ
キシアルキル、アルキレン、アリールオキシ、フェノキシ、ベンジルオキシ、アミノ、ア
ルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アシルアミノ、アミノアルキル、アリールアミノ、ス
ルホニルアミノ、スルフィニルアミノ、スルホニル、アルキルスルホニル、アリールスル
ホニル、アミノスルホニル、スルフィニル、－ＣＯＯＨ、ケトン、アミド、カルバメート
、シリル、置換シリル、ｔ－ブチルジメチルシリル、アルキルスルファニル、スルファニ
ル、及びアシルからなる群から選択される］
の化合物またはその互変異性体もしくは塩（ただし、前記化合物は、２－（６－ヒドロキ
シベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾー
ル－４－カルボン酸でも、２－（６－アミノベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，
５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸でもない）。
〔３〕Ｒ1が、－ＯＨである、前記〔２〕に記載の化合物。
〔４〕Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、及びＲ5が、各々独立して、水素、ハロゲン、シアノ、ニトロ、Ｃ

1－Ｃ4－アルキル、Ｃ2－Ｃ4－アルケニル、Ｃ2－Ｃ4－アルキニル、－ＯＨ、及び－ＮＨ

2からなる群から選択される、前記〔２〕に記載の化合物。
〔５〕Ｒ4が、－ＯＲ4aまたは－ＮＲ4bＲ4cである、前記〔２〕に記載の化合物。
〔６〕Ｒ3及びＲ4が、それらが結合している原子と一緒になって、５員または６員の、任
意に置換された、飽和、部分的不飽和、または完全不飽和の環を形成している、前記〔２
〕に記載の化合物。
〔７〕Ｒ4及びＲ5が、それらが結合している原子と一緒になって、５員または６員の、任
意に置換された飽和、部分的不飽和、または完全不飽和の環を形成している、前記〔２〕
に記載の化合物。
〔８〕Ｒ3及びＲ4が、それらが付着している原子と一緒になって、６員の任意に置換され
た複素環を形成し、Ｒ4及びＲ5が、それらが結合している原子と一緒になって、６員の任
意に置換された複素環を形成し、このとき、前記２つの６員環が縮合している、前記〔２
〕に記載の化合物。
〔９〕Ｗ1及びＷ2が、各々アルキルである、前記〔２〕に記載の化合物。
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〔１０〕Ｗ1及びＷ2が、それらが結合している原子と一緒になって、シクロアルキルを形
成している、前記〔２〕に記載の化合物。
〔１１〕式（Ｉ－ａ）

　　　　　（Ｉ－ａ）
［式中、
　Ａ及びＢは、各々独立して、任意で、アリール、ヘテロアリール、及び複素環からなる
群から選択される５員または６員の環であり、Ａは、存在する場合、１つ以上のＲAで任
意に置換され、Ｂは、存在する場合、１つ以上のＲBで任意に置換され、ＲA及びＲBの各
々は、存在する場合、独立して、アルキル、ハロ、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、
－ＯＨ、－ＮＨ2、またはアルキル－ＮＨ－であり、
　Ａ及びＢの両方が不在の場合、Ｑは、－ＯＲQ1または－ＮＲQ1ＲQ1であり、各出現にお
けるＲQ1は、独立して、水素、アルキル、またはヒドロキシアルキルであり、あるいは、
Ａ及びＢのうちの少なくとも１つが存在する場合、Ｑは、Ｃ、ＣＲQ2、ＣＲQ2ＲQ2、Ｎ、
ＮＲQ2、またはＯであり、各出現におけるＲQ2は、独立して、水素、アルキル、またはヒ
ドロキシアルキルであり、
　Ｒは、アルキル、アルコキシ、ハロ、ハロアルキル、ヒドロキシアルキル、ヒドロキシ
、シアノ、ニトロ、アミノ、アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、アルケニル、アルキニ
ル、ヘテロアルキル、アリール、ヘテロアリール、複素環、シクロアルキル、またはシク
ロアルケニルであり、
　ｐは、０、１、２、または３である］
を有する、前記〔２〕に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
〔１２〕式（Ｉ－ｂ）または（Ｉ－ｃ）

　　　　　（Ｉ－ｂ）

　　　　　（Ｉ－ｃ）
［式中、
　ｍは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０、１、または２である］
を有する、前記〔１１〕に記載の化合物。
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〔１３〕式（Ｉ－ｄ）

　　　　　（Ｉ－ｄ）
［式中、
　ｎは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０、１、または２である］
を有する、前記〔１１〕に記載の化合物。
〔１４〕式（Ｉ－ｅ）

　　　　　（Ｉ－ｅ）
［式中、
　ｍは、０、１、２、または３であり、
　ｎは、０、１、２、または３であり、
　ｐは、０または１である］
を有する、前記〔１１〕に記載の化合物。
〔１５〕式（Ｉ－ｆ）

　　　　　（Ｉ－ｆ）
［式中、ｎは、０、１、２、３、４、５、６、７、または８である］
を有する、前記〔１１〕に記載の化合物。
〔１６〕式（Ｉ－ｇ）

　　　　　（Ｉ－ｇ）
［式中、
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は、

であり、これらの各々は、任意に置換されている］
〔１７〕以下の化合物：
　５－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－４－チア－６－アザスピ
ロ［２．４］ヘプタ－５－エン－７－カルボン酸；
　６－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５－チア－７－アザスピ
ロ［３．４］オクタ－６－エン－８－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．４］ノナ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　５，５－ジエチル－２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－４，
５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－
５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｒ）－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－
５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（７－アミノナフト［２，１－ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジ
メチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－５，５－ジメチル－２－（６－（ピロリジン－１－イル）ベンゾ［ｄ］チアゾ
ール－２－イル）－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（６，７－ジヒドロ－５Ｈ－チアゾロ［４，５－ｆ］インドール－２－イ
ル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　（Ｓ）－２－（６－（（３－ヒドロキシプロピル）アミノ）ベンゾ［ｄ］チアゾール－
２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア
－３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　５，５－ジベンジル－２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－４
，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　５，５－ジエチル－２－（５－フルオロ－６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２
－イル）－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－１－チア－３－アザスピ
ロ［４．６］ウンデカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－メチル－１－チア－
３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－メチル－１－チア－
３，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸；
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジプロピル－４
，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸；及び
　２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－８－オキサ－１－チア－
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３－アザスピロ［４．５］デカ－２－エン－４－カルボン酸、
からなる群から選択される、前記〔２〕に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩
。
〔１８〕式（ＩＩ）

　　　　　（ＩＩ）
［式中、Ｒ4は、－ＯＧ1、－ＮＨＧ1、または－Ｎ（Ｃ1－Ｃ12アルキル）Ｇ1である］
の化合物である、前記〔１〕に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
〔１９〕式（ＩＩ－ａ）

　　　　　（ＩＩ－ａ）
［式中、Ｇ2はペプチドである］
の化合物である、前記〔１８〕に記載の化合物またはその互変異性体もしくは塩。
〔２０〕Ｇ2が、非ルシフェラーゼ酵素向けの基質である、前記〔１９〕に記載の化合物
、またはその互変異性体もしくは塩。
〔２１〕５，５－二置換ルシフェリンアナログを含む、キット。
〔２２〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔１〕及び〔１８〕～〔２０
〕のいずれか１項に記載の化合物である、前記〔２１〕に記載のキット。
〔２３〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔２〕～〔１７〕のいずれか
１項に記載の化合物、２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，
５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸、または２－（６－アミノ
ベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール
－４－カルボン酸である、前記〔２１〕に記載のキット。
〔２４〕ルシフェラーゼをさらに含む、前記〔２１〕に記載のキット。
〔２５〕緩衝液試薬をさらに含む、前記〔２１〕に記載のキット。
〔２６〕試料における発光を検出する方法であって、
　試料を、５，５－二置換ルシフェリンアナログに接触させる工程と、
　前記試料中にルシフェリン利用ルシフェラーゼが存在しない場合、前記試料をルシフェ
リン利用ルシフェラーゼに接触させる工程と、
　発光を検出する工程と
を含む、方法。
〔２７〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔１〕及び〔１８〕～〔２０
〕のいずれか１項に記載の化合物である、前記〔２６〕に記載の方法。
〔２８〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔２〕～〔１７〕のいずれか
１項に記載の化合物、２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，
５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸、または２－（６－アミノ
ベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール
－４－カルボン酸である、前記〔２６〕に記載の方法。
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〔２９〕前記試料が、生細胞を含有している、前記〔２６〕に記載の方法。
〔３０〕前記試料が、ルシフェリン利用ルシフェラーゼを含有している、前記〔２６〕に
記載の方法。
〔３１〕遺伝子導入動物における発光を検出する方法であって、
　５，５－二置換ルシフェリンアナログを遺伝子導入動物に投与する工程と、
　発光を検出する工程と
を含み、
　前記遺伝子導入動物が、ルシフェリン利用ルシフェラーゼを発現している、方法。
〔３２〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔１〕及び〔１８〕～〔２０
〕のいずれか１項に記載の化合物である、前記〔３１〕に記載の方法。
〔３３〕前記５，５－二置換ルシフェリンアナログが、前記〔２〕～〔１７〕のいずれか
１項に記載の化合物、２－（６－ヒドロキシベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，
５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール－４－カルボン酸、または２－（６－アミノ
ベンゾ［ｄ］チアゾール－２－イル）－５，５－ジメチル－４，５－ジヒドロチアゾール
－４－カルボン酸である、前記〔３１〕に記載の方法。
〔３４〕試料中でＡＴＰを検出する方法であって、（ａ）前記試料に、前記〔１〕～〔２
０〕のいずれか１項に記載の化合物を含む試薬組成物を添加する工程と、（ｂ）発光を検
出する工程とを含む、方法。
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